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論文内容の要旨
本論文の課題は，現代資本主義のダイナミズム(=経済成長)を解明することである。そして.経済成
長の原動力は労働生産性上界と資本蓄積であり，さらにこの経済成長は需要の構造変化をともなう。それ
ゆえ，労働生産性上昇，資本蓄積.需要の構造変化の3者の関係を!日jうことが必要になる。 しパシネッ
ティは.生産技術の構造変化と最終需要の構造変化とが捜合的に進行する経済の分析方法を， r垂直的統
合」として提示している。しかし，その分析は，社会的な制度編成から独立した，経済の「自然的特徴」
の解明を日惜したものであった。だが，現代資本主義の動態は.労使の対抗関係一一レギュラシオン=
「自作的な諸力の聞の闘争を通じた」、制度形成と制度による蓄積体制の統一性・規則性の産出ーーによ
って、影響を受けている。現代資本主義経済は，まさに「制度化されたプロセスとして経済J (K.ポラ
ニー)であるというのが，著者の基本的な把握である。著者は，現代資本主義のもとでは，とくに，労使
の対抗関係が所得分配や技術変化の形態とテンポを大きく規定している点を重担している。本論文では.
現代資本主義に特徴的な，このような所得分配や技術変化の決定プロセスは「所得分配のレギュラシオン 1.
「技術変化のレギュラシオンJとよばれており，この2つのレギュラシオン様式が，経済成長と資本蓄積
にたいしてどのような影響を与えるのかが分析されている。とりわけ，複合的な構造変化が進行する経済
において. レギュラシオンが束たす勤学的役割が明らかにされている。
本論文は. 9つの章から構成されており，最初の5つの望者では，労使関係中心の制度分析を重視するレ
ギュ.ラシオン・アプローチと.需要構造変化と労働生摩
統合したモテデ.ルを構築し，そのモデルの特性が検討されている。以上の検討を踏まえ.第6章，第7章で
は，戦後日本;における構造変化と資本蓄積の動態が分析されるとともに，1970年代半ば以降のH4:経済を
特徴づける輸出主導型蓄積の構造とその限界が明らかにされている。第8章では， r技術変化のレギュラ
シオン」の存在という筆者の主強が，同鉄電気設備保令職場と大阪市営地下鉄の事例研究によって補強さ
れている。最終の第9章は，筆者が「所得分配のレギュラシオン」と「技術変化のレギュラシオン」とい
う慨念の学説史的な基礎づけの作業が行われている。
論文審査の結果の要旨
木論文では. レギュラシオン・アプローチの理論的発展を目指すものである。レギュラシオン・アプロ
ーチの創始者であるミッシェル・アグリエッタは，現代資本主義分析(=rフォーデイズム」論)に際し
て，不均等な労働生産性ト#と最終需要の構造変化(主として消費の商品別構成の変化)を基礎的な視角
としていた。しかしながら，その分析は.マルクスの再生産表式に依拠しており.分析方法上の限界を有
していた。その後，レギュラシオン派の総帥ともいうべきボワイエが.現代のマクロ経済学の手法を駆使
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して，新たな「フォーデイズム」論を展開しているO だが.ボワイエ・モデルは.いくつかの理論的欠陥
を別にしても. 1財モデルのため，アグリエッタが提起した「フォーテ'イズム」論の核心をなす理論的メ
ッセージのうち勤学的収穫逓増のみを取り込んだモデルでしかない。他の重要なメッセージである労働生
産性1-.1+率格果、需要構造の変化を分析する理論的枠組みは未だ与えられていないのが現状である。
本論文は.まさにこの未解決の問題に取り組んでおり，独自の解決の方向を提示している。テクニカル
な側面についてιえば.宇仁氏は，パシネッティの|垂直的統合」論を利用することによって，上記の要
閃を含み込んだ，独自の2部門モデルを構築している。この結果，レギュラシオン・アプローチ(労使関
係中心の制度的分析)と構造的アプローチ(需要構造変化と労働生産性の不均等上昇の重視)を統合した
分析枠組を提示することに成功している。以上はすべて，手仁氏のオリジナルであり.レギュラシオン・
アプローチさらには現代資本主義論への氏の理論的貢献は高く評価されるべきである。
また，宇仁氏は，基本モデルの構築およびその理論的検討にとどまることなく，そのモデルを駆使して，
戦後日本経済の動態一一資木蓄積と構造変化一ーについての計量的実証分析を行っている。統計データの
推計処埋からその解析に手るまで，すべて'字仁氏が独力でやり遂げたものである。
あえて注文をつけるならば，次の2点をあげることができょう。(l)レギュラシオン派のいう「制度諸形
態」のうち，木書で扱われているのは， r賃労働関係」に関わる部分のみである。 r競争形態J，[""画家J.
「貨幣J， ["""国際体制」についての分析は展開されずに終わっている。とくに.貨幣・金融関係を捨象し
ているため， 1985年以降の事態の説明が不十分である。 (2)r'所得分配のレギュラシオンJの内容をなす中
長期的な分配率一一定という事態を可能にするメカニズムが説かれていない。以上の点は，本論文がもっぱ
ら「蓄積体制」の分析に焦点を置いていることからくるやむを得ざる帰結であるが.今後，今回の成果を
ふまえて「レギュラシオン様式」そのものの分析に進むことを望みたいのこのような課題を残していると
はいえ，本論文は.オリジナリティに溢れており，その背後にある学説史的知識も特筆すべきものである。
以上，本論文は，宇仁氏の学問的力量の高さを証明するものとなっており，経済学博士号に値する。
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